
次号予告看護研究 JPN NURS RES 2019 Jan-Feb
52巻 1号（2019年 1-2月号）

編集協力者

編集後記

看護研究　Vo l . 5 1　N o . 7　 2 0 1 8 年 1 2 月720

看護研究　第 51巻　第 7号（通巻 284号）　2018年 12月 15日発行（増刊号を含め年７回発行）
発行：株式会社医学書院　代表者　金原　俊　〒 113-8719　東京都文京区本郷 1-28-23　販売部（03）3817-5659　社内案内（03）3817-5600　医学書院ホーム
ページ  http://www.igaku-shoin.co.jp　『看護研究』編集室：（03）3817-5775　電子メールアドレス  kanken@igaku-shoin.co.jp　担当／小長谷・南部
Published by IGAKU-SHOIN Ltd., 1-28-23 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo ©2018, Printed in Japan

1部定価 1,900円＋税　2018年年間購読料（いずれも＋税，送料弊社負担，増刊号を含む年 7冊）：冊子版 12,060円　冊子＋電子版 /個人 15,060円　電子版 /

個人 12,060円　〈学割年間購読料〉冊子版 9,720円　冊子＋電子版 /個人 12,720円　電子版 /個人 9,720円
本誌に掲載された著作物の複製権・翻訳権・上映権・譲渡権・貸与権・公衆送信権（送信可能化権を含む）は株式会社医学書院が保有します。本誌を無断で複
製する行為（複写，スキャン，デジタルデータ化など）は，「私的使用のための複製」など著作権法上の限られた例外を除き禁じられています。大学，病院，診
療所，企業などにおいて，業務上使用する目的（診療，研究活動を含む）で上記の行為を行なうことは，その使用範囲が内部的であっても，私的使用には該当
せず，違法です。また私的使用に該当する場合であっても，代行業者等の第三者に依頼して上記の行為を行なうことは違法となります。

〈出版者著作権管理機構委託出版物〉 
本誌の無断複製は著作権法上での例外を除き禁じられています。
複製される場合は，そのつど事前に出版者著作権管理機構（電話 03-5244-5088，FAX 03-5244-5089，e─mail info@jcopy.or.jp）の許諾を得てください。

阿曽洋子／井上智子／井部俊子／太田喜久子／岡谷恵子／片田範子／金井 Pak 雅子／上泉和子／
萱間真美／川口孝泰／河口てる子／グレッグ美鈴／黒田裕子／小松浩子／坂下玲子／真田弘美／�
筒井真優美／水流聡子／西村ユミ／野嶋佐由美／早川和生／舟島なをみ／正木治恵／村嶋幸代／
森　恵美／安酸史子／山田雅子／山本則子� （五十音順）

＊編集の都合上，変更になることがあります

昨年の 50 巻 2号では，Pennsylvania 大や Johns Hopkins 大
など，主に米国の看護学を牽引する大学の視察報告と成果に
ついて取り上げ，好評をいただきました。今回は “アジア版 ”。
その躍進ぶりには驚きます。そこには，研究の質の担保は前
提とした上で，欧米に追いつき追い越せという国家全体の意
志と，そのために必要となる緻密な戦略がありました。「日本
の看護学は世界で類をみないほど，そのクオリティは高いと

確信している」と，本特集扉で真田先生が書かれています。
質の高い日本の看護学を世界に発信するための戦略とは─。
わが国の看護全体での議論につながればと願います。●理論
構築連載とCNS連載が終了します。長きにわたるご執筆に，
この場を借りて御礼申し上げます。雑誌も内容の質確保は無
論，それを多くの方に知ってもらう “戦略 ”を改めて考えた
いところです。来年もよろしくお願いいたします。�（小長谷）

特集
ピアレビューと質的研究の精錬
萱間真美／ Christine A.Tanner／ Ian Shaw／木下康仁　ほか

特別記事●  PICUに子どもが入室した両親の担った役割　第 3報　	 �
戈木クレイグヒル滋子ほか

連載●若手研究者のバトン・4　大久保暢子
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